
『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
（
二
＋
六
）

An

浜

通

隆

k

〈
承
前
〉

○
当
其
仁
 
序
者
の
任
に
預
か
る
こ
と
。
 
「
仁
二
当
タ
ル
」
 
（
当
レ
仁
）
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
づ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。
 
o

「
子
日
ク
、
仁
二
当
タ
リ
テ
ハ
、
師
ニ
モ
譲
ラ
ズ
。
」
（
子
日
、
当
レ
仁
、
不
レ

譲
一
旧
師
一
。
）
〈
『
論
語
」
 
「
丁
霊
公
」
篇
〉
と
の
一
文
を
出
典
と
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

そ
の
出
典
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
何
嬰
の
「
集
解
」
に
は
、
「
孔
日
ク
、
当
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た

仁
ヲ
行
フ
ベ
キ
ノ
事
ハ
、
復
師
ニ
モ
譲
ラ
ズ
。
仁
ヲ
行
フ
コ
ト
ノ
急
ナ
ル
ヲ
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

フ
。
」
 
（
忌
日
、
当
レ
行
レ
仁
之
事
、
不
三
三
譲
二
於
師
一
。
言
二
行
・
仁
急
一
。
）
と

あ
り
、
邪
星
肉
の
「
疏
」
に
も
、
「
正
義
二
日
ク
、
此
ノ
章
ハ
仁
ヲ
行
フ
ノ
急
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
コ
む
 
 
 
む

ル
ヲ
言
フ
ナ
リ
。
」
（
正
義
日
、
此
章
言
二
行
レ
仁
之
急
一
也
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、

仁
を
行
な
う
時
に
は
、
た
と
え
先
生
で
あ
っ
て
も
遠
慮
す
る
必
要
は
な
ぐ
、
そ

の
人
を
さ
し
置
い
て
で
も
自
分
が
率
先
し
て
行
な
う
べ
き
だ
、
と
の
意
味
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
。

 
以
上
の
出
典
か
ら
考
え
て
、
本
文
の
「
当
二
其
仁
一
」
の
場
合
は
、
以
下
の
意

味
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
作
者
が
序
者
の
任
に
こ
の
た
び
預
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
ま
る
で
仁
を
行
な
う
べ
き
時
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
思
い
が
け

な
く
突
然
に
決
定
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
も
、
先
学
の
人
々
を
さ
し

置
い
て
後
学
の
者
（
自
分
）
が
率
先
し
て
作
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
な
ど
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仁
を
行
な
う
時
の
よ
う
に
、
何
を
置
い
て
も
す
ぐ
に
や
り

と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
序
者
の
大
任
を
、
こ
の
た
び
、
か
た
じ
け
な
く
し
た

と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
「
謬
」
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
身
分
不
相
応
な
、
恐
縮
す
べ
き
出
来

事
で
あ
っ
た
と
、
作
者
ば
謙
遜
し
て
い
る
わ
け
な
め
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 
さ
い
は
ひ

 
「
当
レ
仁
」
の
用
例
と
し
て
は
、
「
勝
地
二
遊
ブ
コ
ト
一
日
、
是
レ
老
ノ
幸

 
あ
ら
 
 
 
 
こ
れ
 
 
、

二
非
ズ
ヤ
。
之
二
重
ヌ
ル
ニ
事
ヲ
叙
ス
ル
ヲ
以
テ
ス
。
誰
力
敢
テ
仁
二
重
扇
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

り
ト
謂
ハ
ン
ヤ
。
」
 
（
遊
二
於
勝
地
二
日
、
非
二
舌
面
之
幸
一
哉
。
重
レ
之
以
レ
叙
レ

む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

事
。
誰
敢
謂
・
当
・
仁
。
）
〈
『
本
朝
文
粋
」
巻
九
・
菅
三
品
「
暮
春
藤
亜
相
山
庄

尚
歯
会
詩
」
〉
と
の
一
文
中
な
ど
に
も
見
え
る
。
上
記
の
用
例
の
場
合
も
、
序

文
の
末
尾
に
そ
れ
が
使
用
さ
れ
お
り
、
内
容
約
に
も
、
そ
れ
は
序
者
に
任
じ
ら

れ
た
こ
と
に
対
し
て
作
者
が
謙
遜
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

 
な
お
、
本
句
の
「
当
二
其
仁
一
」
は
、
 
「
当
二
其
人
こ
 
（
其
ノ
言
忌
当
タ
ル
）

の
こ
と
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 
「
仁
」
が
「
人
」
に
通
じ
る
こ
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と
は
、
両
者
が
同
韻
字
（
『
広
韻
」
上
平
声
遣
十
七
真
韻
）
と
な
っ
て
お
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

意
味
的
に
も
、
 
「
中
庸
』
 
〈
第
三
節
〉
中
に
、
 
「
仁
ナ
ル
者
山
人
ナ
リ
。
」
（
仁

 
む

者
人
也
。
）
と
あ
り
、
ま
た
、
『
論
語
」
〈
「
雍
也
」
篇
〉
中
の
、
「
宰
我
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
 
 
 
せ
い

問
ヒ
テ
日
ク
、
仁
者
ハ
之
二
告
ゲ
テ
井
天
仁
有
リ
ト
日
フ
ト
錐
モ
、
其
レ
之
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

従
ハ
ン
ヤ
、
ト
。
」
（
宰
我
虚
日
、
仁
者
錐
三
告
・
定
日
二
井
有
ワ
仁
焉
、
其
従
レ
之

也
。
）
と
の
一
文
に
、
朱
子
の
「
集
注
」
が
宋
の
劉
聴
君
の
説
を
引
用
し
て
、

「
劉
二
君
日
ク
、
玉
章
ゾ
ノ
仁
ハ
、
当
二
人
二
作
ル
ベ
シ
、
ト
。
」
 
（
劉
聰
君

 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

日
、
有
レ
仁
之
仁
、
当
・
作
・
人
。
）
と
注
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に

知
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
「
仁
」
が
「
人
」
に
通
じ
て
お
り
、
本
句
の
「
当
二
三
仁
こ
も
「
当
二
其
人
こ

の
こ
と
で
あ
る
ど
す
る
と
、
そ
の
意
味
は
、
よ
り
直
接
的
と
な
る
。
す
な
わ

ち
、
本
句
の
場
合
、
 
「
其
人
」
と
は
序
者
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
当
」
と
は
、

「
玉
篇
』
に
「
当
、
任
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
任
務
を
ひ
き
受
け
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
か
ち
、
そ
の
ま
ま
、
序
者
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
つ
な
が

る
。
そ
れ
は
、
漁
者
の
当
事
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
直
接
に
序
者
の

仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

 
恐
ら
く
、
本
句
の
「
当
二
其
仁
一
」
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
「
当
レ
仁
」
の
意

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

味
と
、
後
に
述
べ
た
「
当
レ
人
」
の
意
味
と
の
両
方
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
全
体
的
な
意
味
か
ら
言
え
ば
、
例
え
ば
、
立
句
の

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
や
ま

「
謬
三
二
其
仁
一
」
と
は
、
 
「
謬
り
テ
唱
首
（
馴
者
）
ト
為
ル
。
」
 
（
謬
為
二
唱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 

三
一
。
）
〈
『
本
朝
文
旦
」
巻
八
・
江
匡
衡
「
三
月
三
日
、
陪
二
左
相
府
曲
水

宴
一
、
同
賦
二
因
レ
流
涯
7
酒
。
」
〉
と
い
う
こ
と
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

○
記
盛
事
 
当
日
の
盛
大
な
宴
席
の
様
子
を
、
序
者
と
な
っ
て
書
き
と
め
る
こ

と
。
 
「
盛
事
」
は
、
は
な
は
だ
立
派
な
こ
と
が
ら
。
こ
こ
は
、
当
日
の
宴
席
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
だ

は
な
は
だ
立
派
な
様
子
を
い
う
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
蓋
シ
文
章
ハ
経
国

ノ
大
業
ニ
シ
テ
、
不
朽
ノ
盛
事
ナ
リ
。
」
 
（
蓋
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之

む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

盛
事
。
）
 
〈
『
文
選
」
魏
文
目
「
典
論
論
文
」
〉
と
か
、
 
「
将
二
盛
事
ヲ
口
証

つ
ま
び
ら
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
o

二
詳
髭
男
ン
ト
ス
ル
モ
、
還
り
テ
不
言
ヲ
温
樹
二
誠
ム
。
」
 
（
将
レ
詳
二
盛
事

於
理
窓
一
、
還
誠
二
不
言
於
温
樹
一
。
）
 
〈
『
本
朝
文
粋
」
巻
八
・
菅
贈
大
相
国

「
早
春
侍
レ
宴
、
同
書
二
春
暖
一
、
応
・
製
。
」
Y
と
か
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

 
な
お
、
本
々
の
「
粗
記
二
盛
事
一
」
は
、
そ
の
全
体
的
な
意
味
か
ら
言
え
ば
、

 
 
 
 
い
さ
さ
た
い
こ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
む

例
え
ば
、
 
「
柳
力
大
綱
（
お
お
す
じ
）
ヲ
叙
ス
。
」
（
柳
叙
二
大
綱
一
。
）
〈
『
本

朝
文
粋
」
巻
八
・
紀
年
名
「
三
月
尽
、
同
形
二
林
亭
春
詩
話
一
、
各
分
一
二
字
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

応
レ
教
。
」
〉
と
か
、
 
「
柳
力
勝
遊
ヲ
記
ス
。
」
 
（
重
三
二
勝
遊
一
。
）
 
〈
同
上

書
巻
八
・
慶
保
胤
「
夏
日
於
二
君
親
衛
源
相
公
河
陽
別
座
一
、
同
賦
二
何
処
堪
F

避
レ
暑
。
」
〉
と
か
の
よ
う
な
、
詩
序
の
末
尾
に
見
え
る
謙
遜
の
意
を
こ
め
た
慣

用
の
一
句
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

○
云
爾
 
「
し
か
い
ふ
」
と
訓
じ
、
以
上
に
述
べ
た
一
文
を
収
め
る
慣
用
の
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
い
 
ま
さ

辞
。
 
「
以
上
」
の
意
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
子
日
ク
、
…
…
老
ノ
将
二
至

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
い

ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
知
ラ
ズ
ト
、
爾
云
フ
ト
。
」
 
（
子
日
、
…
…
不
レ
知
二
老
学
長
7

 
 
 
 
 
 
む

至
、
云
レ
爾
。
）
ハ
『
論
語
」
 
「
述
而
」
篇
〉
と
の
一
文
な
ど
も
見
え
る
が
、
と

く
に
、
 
『
本
朝
文
粋
」
所
収
の
序
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
篇
の
末

尾
に
こ
れ
が
見
え
、
慣
用
的
に
置
か
れ
て
い
る
。

○
三
品
序
文
の
末
尾
に
置
か
れ
る
慣
用
句
。
多
く
は
、
「
云
レ
爾
」
の
直
後

に
置
か
れ
る
。
謹
ん
で
序
文
を
奉
り
ま
す
、
と
の
意
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、

 
さ
た
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
 
 
 
し
か
い

「
三
歎
シ
テ
足
ラ
ザ
レ
バ
、
略
シ
テ
之
ヲ
叙
ス
。
爾
云
フ
。
謹
ミ
テ
序
ス
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

（
嵯
歎
不
・
足
、
略
筆
叙
レ
之
。
云
レ
爾
。
三
遠
。
）
 
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
．

（38）



菅
贈
大
相
国
「
早
春
侍
・
宴
、
同
賦
二
春
暖
一
応
レ
製
。
」
〉
と
か
、
 
「
筆
ハ
毛
挙

セ
ズ
、
聯
力
口
証
ヲ
記
ス
。
爾
云
フ
。
謹
ミ
テ
序
ス
。
」
 
（
筆
・
不
二
毛
挙
一
、
恥

む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む

記
二
口
談
【
。
云
レ
爾
。
謹
序
。
）
〈
同
上
書
巻
八
・
菅
玉
響
「
八
月
十
五
夜
侍
二
面

子
院
一
、
同
賦
三
月
影
満
二
秋
池
一
、
応
二
太
上
法
皇
製
一
。
」
〉
と
か
の
一
文
が
見

え
る
。

○
君
臣
 
主
君
と
臣
下
。
主
従
。
 
『
易
経
」
 
〈
「
山
留
」
伝
〉
中
に
、
 
「
父
子

 
 
 
 
し
か

有
り
テ
、
然
ル
後
二
君
樹
蜂
リ
。
君
臣
有
リ
テ
、
然
ル
後
口
上
下
有
リ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

（
有
二
父
子
一
、
聖
祭
有
二
君
臣
一
。
有
二
君
臣
一
、
然
後
有
二
上
下
一
。
）
と
の
用
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ろ
こ

が
見
え
る
。
ま
た
、
 
『
文
選
』
 
〈
張
衡
「
東
京
賦
」
〉
中
に
も
、
「
君
臣
ハ
歓

や
す
ん
 
 
 
と
も
 
ゑ
 
 
 
く
ん
く
ん
 
 
 
 
 
 
 
o
o
o
o

ビ
康
ジ
テ
、
具
二
六
ヒ
テ
黒
々
タ
リ
。
」
（
君
臣
歓
康
、
具
酔
皆
々
。
）
と
の

用
例
が
見
え
る
。
と
く
に
後
者
の
場
合
は
、
そ
の
醇
綜
の
注
に
、
 
「
康
、
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

也
。
」
と
あ
り
、
本
詩
の
「
君
臣
宴
楽
歓
游
好
」
と
の
句
と
の
関
連
性
が
注
目

さ
れ
る
。

○
宴
楽
 
安
ん
じ
楽
し
む
（
酒
宴
を
楽
し
む
。
）
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
。
 
『
易

経
」
 
〈
上
「
需
」
〉
中
の
「
象
」
辞
に
、
「
君
子
ハ
以
テ
飲
食
宴
楽
ス
。
」
（
君

 
 
 
 
む
 
 
む

子
以
飲
食
宴
楽
。
）
と
の
用
例
が
見
え
る
。
ま
た
、
「
文
選
」
 
〈
応
豫
「
与
二
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け
な
は

公
瑛
垂
目
」
〉
申
に
も
、
「
徒
ダ
恨
ム
ラ
ク
ハ
宴
楽
ノ
当
面
テ
酪
ナ
ル
ニ
、
自

 
 
ゆ
ふ
べ
 
 
 
 
 
り
く
 
 
が
 
 
っ
 
 
こ
こ
ろ
せ
ん
て
ん

日
ハ
タ
ニ
傾
キ
、
朧
駒
ハ
駕
二
就
キ
、
意
ハ
宣
展
セ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
。
」
（
徒

 
む
 
 
む

恨
宴
楽
始
酬
、
白
日
傾
・
夕
、
騙
駒
就
・
駕
、
意
不
二
宣
展
［
。
）
と
の
用
例
が
見

え
る
。
-
な
お
、
「
宴
楽
」
は
、
「
燕
楽
」
に
同
じ
。
 
『
詩
経
』
〈
小
門
「
鹿

鳴
」
〉
中
に
、
「
我
二
請
酒
有
リ
、
以
テ
嘉
賓
ノ
心
ヲ
燕
楽
セ
シ
メ
ン
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
我
有
二
旨
酒
一
、
艶
歌
申
楽
嘉
賓
之
心
一
。
）
と
の
一
文
が
そ
の
用
例
と
し
て
見

え
る
。

○
歓
游
好
 
喜
び
を
尽
く
す
催
し
。
「
歓
游
」
は
、
喜
び
遊
ぶ
こ
と
。
「
歓
遊
」

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
ち
ょ
う

に
同
じ
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
「
欄
恨
ト
シ
テ
空
シ
ク
相
良
レ
バ
、
歓
遊
園

 
 
 
 
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

此
レ
ヨ
リ
疏
ナ
ラ
ン
。
」
（
個
恨
空
相
送
、
豪
遊
自
レ
此
疏
。
）
 
〈
司
空
曙
「
送
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
っ
こ

曹
同
誌
こ
詩
〉
と
か
、
「
去
歳
ノ
歓
遊
ハ
何
処
ニ
皇
図
ル
、
曲
江
ノ
西
岸
杏
園

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ
東
。
」
 
（
去
歳
歓
遊
何
処
去
、
曲
江
西
岸
杏
園
東
。
）
 
〈
『
白
氏
文
集
』
二

十
三
「
酬
二
寄
艀
大
見
ワ
贈
」
詩
〉
と
か
の
一
聯
が
見
え
る
。
 
「
好
」
は
、
こ
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
み
け
い

で
は
、
よ
し
み
・
交
合
の
意
に
訳
し
た
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
碗
圭
ハ
以

 
 
 
 
 
 
 
よ
し
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
徳
ヲ
治
メ
、
以
テ
好
ヲ
結
ブ
。
」
（
碗
圭
以
治
レ
徳
、
以
結
・
好
。
）
〈
「
周
礼
』

春
官
「
情
思
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
好
」

と
は
、
上
の
「
宴
楽
」
に
同
じ
。
よ
し
み
（
交
合
）
の
た
め
に
催
し
た
酒
宴
の

こ
と
。
君
臣
の
楽
し
い
酒
宴
、
そ
し
て
、
喜
び
を
尽
く
し
た
催
し
、
と
い
う
意

味
に
な
る
。

○
落
葉
 
散
り
落
ち
る
葉
。
下
の
乱
臨
（
乱
れ
散
る
花
）
の
対
語
。
そ
の
用
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
よ
う
 
な
か

と
し
て
は
、
庚
信
「
小
園
賦
」
中
に
、
 
「
落
葉
ハ
淋
二
半
バ
ニ
シ
テ
、
狂
花
ハ

お
く
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

屋
二
満
ツ
。
」
 
（
落
葉
半
レ
淋
、
狂
花
満
・
屋
。
）
 
〈
「
芸
文
類
聚
」
巻
六
十
五

「
園
」
所
収
〉
と
の
一
文
が
見
え
る
。
ま
た
、
 
『
本
朝
文
応
」
 
〈
巻
一
〉
中
に

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

は
、
紀
斉
名
の
「
落
葉
賦
」
と
題
す
る
作
品
も
見
え
る
。

 
本
心
の
「
落
葉
」
は
、
第
三
句
目
「
霜
葉
冬
題
詠
二
地
下
こ
と
直
接
に
対
応

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
作
者
は
、
本
詩
の
第
一
句
目
に
お
い
て
、
君
臣
の
楽

し
い
酒
宴
、
そ
し
て
、
喜
び
を
尽
く
し
た
催
し
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
勿
論
、
そ
の
酒
宴
な
り
催
し
な
り
に
は
限
定
条
件
が
あ
る
。
主
催

者
が
一
条
天
皇
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
会
場
が
東
三
条
邸
で
あ
る
こ
と
、
と

い
う
限
定
条
件
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
作
者
は
そ
の
条
件
の
も
と
で

の
酒
宴
な
り
催
し
な
り
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
う
言
え
ば
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇

六
）
三
月
四
日
当
日
の
花
宴
の
ほ
か
に
、
当
日
の
花
宴
と
同
じ
条
件
の
も
と
で
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開
か
れ
た
宴
席
が
過
去
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
そ
の
、
過
去
に
開
か
れ
た
宴
席
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
永
延
元
年
（
九

八
七
）
十
月
十
四
日
の
詩
宴
の
こ
と
を
指
示
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

『
日
本
紀
略
」
〈
同
日
条
〉
中
に
も
、
 
「
天
皇
行
二
幸
摂
政
（
兼
家
）
東
三
条

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

第
一
、
命
行
二
詩
宴
一
。
題
云
。
岩
飛
水
面
紅
。
又
召
二
擬
文
章
生
一
、
奉
・
試
賦
レ

詩
。
題
云
、
池
岸
菊
猶
鮮
。
又
奏
二
音
楽
一
。
…
…
」
と
あ
り
、
そ
の
日
に
は
、

一
条
天
皇
が
東
三
条
邸
に
行
幸
し
て
、
そ
こ
で
詩
宴
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
と
く
に
、
そ
の
日
の
詩
宴
の
詩
題
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
開
催
日
が

初
冬
（
陰
暦
十
月
）
の
十
四
日
と
い
う
こ
と
で
、
 
「
葉
飛
水
面
紅
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

 
そ
し
て
、
そ
の
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
に
も
、
大
江
匡
衡
は
、
確
か

に
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
 
『
江
爆
撃
集
」
 
〈
巻
下
〉
中
に
、
 
「
初
冬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

陪
三
行
二
様
摂
政
第
一
、
同
衆
二
葉
飛
水
面
紅
一
、
応
・
製
。
」
と
題
す
る
七
律
が
見

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
と
言
え
ば
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
花
宴
当

日
か
ら
す
れ
ば
、
お
よ
そ
十
九
年
も
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
そ
の
、
は
る
か
以

前
の
詩
宴
の
こ
と
を
、
作
者
の
匡
衡
は
今
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ

の
時
も
、
君
臣
の
楽
し
い
酒
宴
が
あ
り
、
そ
し
て
、
喜
び
を
尽
く
し
た
催
し
が

一
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
詩
題
に
、
馳
「
葉
飛
水
面
紅
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
さ
し

く
、
そ
の
日
は
、
東
三
条
邸
の
庭
に
は
「
紅
葉
」
が
舞
い
散
り
、
そ
の
池
の
水

面
は
紅
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
「
紅
葉
」
の
舞
い
散
る
さ
衷
、
と
く
に
、

そ
れ
が
池
の
水
面
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
渡
っ
て
い
く
風
景
を
、
作
者
は
、
そ
の
時
か

ら
、
す
で
に
お
よ
そ
十
九
年
も
た
っ
た
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
花
信
の
当
日
、

眼
前
に
ひ
ろ
が
る
風
景
、
す
な
わ
ち
、
風
に
散
る
花
び
ら
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
水
面

を
渡
っ
て
い
く
そ
の
風
景
を
目
に
し
な
が
ら
、
印
象
深
く
思
い
起
こ
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
 
「
紅
葉
」
と
「
花
び
ら
」
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
（
確
か
に
、

あ
の
時
も
「
水
を
渡
っ
て
い
た
」
と
。
そ
れ
も
、
今
日
の
「
花
び
ら
」
と
同
じ

よ
う
に
、
い
か
に
も
「
軽
や
か
に
舞
っ
て
い
た
」
と
。

 
本
論
の
「
落
葉
」
と
は
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
に
作
者
が
目
に
し

た
「
紅
葉
」
の
景
色
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
本
序
文
の
中
で
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

「
聖
上
不
・
忘
二
旧
里
一
、
再
備
二
天
臨
一
。
始
廻
二
翠
華
一
、
 
一
日
礼
二
外
祖
於
当

 
 
 
む

時
【
、
今
准
二
紫
禁
一
、
二
年
移
二
朝
議
於
此
地
一
。
」
な
ど
と
言
っ
て
、
寛
弘
三

年
三
月
四
日
当
日
の
堅
塁
を
述
べ
る
の
に
、
お
よ
そ
十
九
年
も
以
前
の
詩
宴
を

念
頭
に
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
い
た
。
当
日
の
花
宴
と
同
じ
よ

う
に
、
作
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
過
去
の
詩
宴
も
ま
た
、
君
臣
の
楽
し
い
酒
宴

で
あ
り
、
そ
し
て
、
喜
び
を
尽
く
し
た
催
し
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
何

よ
り
も
、
そ
の
詩
宴
の
主
催
者
が
同
じ
一
条
天
皇
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
の

会
場
も
同
じ
東
三
条
邸
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
、
 
「
紅
葉
」
と

「
花
び
ら
」
と
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
の
時
も
、
確
か
に
、
今
日
の

「
花
び
ら
」
の
よ
う
に
、
「
紅
葉
」
が
さ
か
ん
に
舞
い
散
っ
て
い
て
、
池
の
水

面
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
風
に
吹
か
れ
て
渡
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
 
 
 
r

 
あ
の
時
、
そ
の
美
し
い
景
色
を
目
に
し
て
、
作
者
は
そ
の
七
律
の
前
半
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
つ
か
 
く
れ
な
み

「
秋
後
二
時
有
リ
テ
洞
中
二
入
レ
バ
、
葉
ハ
水
面
二
飛
ビ
テ
自
ラ
紅
ヲ
成

 
 
た
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
 
 
 
 
 
た
い
に
し
き
 
 
 
 
 
は
に
 
 
 
 
 
ロ
 
こ
う

ス
。
丹
ヲ
焼
ク
ニ
火
口
非
ズ
沙
頭
ノ
態
、
錦
ヲ
織
ル
ニ
機
無
シ
早
上
ノ
功
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 

（
秋
後
蚊
・
時
入
二
寒
中
一
、
葉
飛
二
水
面
一
自
成
レ
紅
。
焼
レ
丹
非
・
火
黒
頭
態
、

織
・
頭
隠
・
機
浪
上
功
。
）
〈
『
江
吏
部
集
」
巻
下
「
初
冬
陪
三
行
西
漸
摂
政
第
一
、

同
賦
二
葉
飛
水
面
紅
一
、
応
・
製
。
」
〉
と
詠
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
、
寛
弘
三

年
三
月
四
日
の
花
宴
の
当
日
に
、
作
者
は
思
い
浮
か
べ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
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つ
た
の
で
あ
る
。
当
日
の
「
花
び
ら
」
の
風
景
を
目
に
し
て
い
る
作
者
は
、
お

よ
そ
十
九
年
も
以
前
の
「
紅
葉
」
の
風
景
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
そ
の
類
似

性
に
着
目
し
て
、
本
署
の
第
二
句
目
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

君
臣
の
楽
し
い
酒
宴
、
そ
し
て
、
喜
び
を
尽
く
し
た
催
し
に
は
、
 
「
紅
葉
」
も

「
花
び
ら
」
も
同
じ
よ
う
に
水
面
を
軽
々
と
渡
っ
て
行
く
、
と
。
本
来
の
「
落

葉
」
は
、
過
去
の
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
の
時
の
景
色
を
思
い
起
こ

し
、
そ
れ
を
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
花
宴
当
日
の
「
乱
繭
」
に
対
比
さ
せ
て
詠

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
乱
繭
 
乱
れ
散
る
花
び
ら
。
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
花
立
当
日
に
、
風
に
吹

か
れ
て
水
面
を
軽
々
と
渡
っ
て
行
く
花
び
ら
の
こ
と
。
上
の
詩
語
「
落
葉
」
が

第
三
句
目
「
霜
葉
冬
題
陪
二
地
下
こ
と
直
接
に
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

本
詩
語
「
乱
甜
」
は
、
第
四
句
目
「
風
花
春
宴
近
二
黒
明
一
」
と
直
接
に
対
応
し

て
い
る
。
か
つ
て
の
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
に
お
い
て
は
、
「
落

葉
」
が
風
に
吹
か
れ
て
軽
々
と
水
面
を
渡
っ
て
い
た
が
、
今
日
の
花
宴
に
お
い

て
は
、
 
「
花
び
ら
」
が
、
同
じ
よ
う
に
、
風
に
吹
か
れ
て
軽
々
と
水
面
を
渡
っ

て
い
る
、
と
の
意
。

 
「
乱
繭
」
の
「
乱
」
は
、
上
の
「
落
葉
」
の
「
落
」
に
対
応
し
て
お
り
、
こ

こ
で
は
、
 
「
乱
飛
」
 
（
み
だ
れ
飛
ぶ
）
の
意
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
「
乳
質
」
の

「
臨
」
は
、
上
の
「
落
葉
」
の
「
葉
」
に
対
応
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
「
花

び
ら
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
乱
雪
ノ
ゴ
ト
ク
千
花
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
ロ
 
む
 
 
む

落
チ
、
新
糸
ノ
ゴ
ト
ク
両
籔
雨
除
ズ
。
」
 
（
乱
雪
千
花
落
、
新
糸
両
穴
生
。
）

〈
『
白
氏
文
集
」
巻
五
十
四
「
除
二
蘇
州
刺
史
一
、
別
二
二
城
東
花
一
。
」
〉
と
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

一
聯
と
か
、
 
「
三
月
和
墾
田
シ
テ
、
百
花
乱
飛
ス
。
」
 
（
三
月
遠
海
、
百
花
乱

む飛
。
）
〈
『
本
朝
平
叙
』
巻
十
・
源
順
「
暮
春
、
陪
二
上
州
大
王
池
亭
一
、
翌
翌
二

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
士
ハ
）

度
・
水
落
花
来
｝
、
各
分
一
二
字
一
、
応
・
教
。
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
、
後
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ば
く
ば
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま

の
そ
れ
と
し
て
は
、
 
「
春
行
田
雪
ノ
ゴ
ト
ク
漢
々
タ
リ
、
夏
果
剛
将
ノ
ゴ
ト
ク

り
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

離
々
タ
リ
。
」
 
（
春
意
雪
漠
々
、
夏
果
合
離
々
。
）
〈
『
白
粥
文
集
」
巻
六
十
二

「
斐
侍
中
晋
公
…
…
」
〉
と
の
一
聯
と
か
、
 
「
花
ハ
風
二
七
ヒ
テ
落
チ
、
繭
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

水
ヲ
渡
り
テ
来
ル
。
」
（
花
随
・
風
落
、
繭
渡
・
水
難
。
）
 
〈
『
本
朝
文
粋
」
巻
十

・
源
順
「
暮
春
、
陪
二
上
州
大
王
池
亭
一
、
同
年
二
度
・
水
落
花
茨
「
、
…
…
。
」
〉

と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
な
お
、
畳
句
の
「
乱
繭
」
は
占
序
文
中
の
一
句

「
落
花
不
レ
閑
」
に
正
し
く
相
当
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

○
度
盛
軽
 
軽
々
と
池
水
を
渡
る
こ
と
。
 
「
度
」
は
、
わ
た
る
・
こ
え
る
と
訓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

じ
、
 
「
渡
」
字
に
同
じ
。
勿
論
、
本
句
の
「
度
・
水
」
は
、
詩
題
「
渡
・
水
落
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

舞
」
や
序
文
中
の
一
句
「
度
・
水
自
舞
」
を
直
接
に
承
け
て
い
る
。
ま
た
、
本

句
の
「
軽
」
は
、
詩
題
中
、
あ
る
い
は
そ
の
序
文
の
一
句
申
の
「
舞
」
字
に
正

し
く
相
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
の
「
軽
」
字
は
、
軽
や

か
に
舞
う
と
い
う
意
味
と
な
り
、
具
体
的
に
は
、
序
文
中
の
二
句
「
遮
二
沙
風
一

而
宛
転
、
廻
血
豆
袖
暗
醗
。
過
二
起
坐
一
画
婆
娑
、
落
人
之
琴
遠
和
。
」
を
指
示

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
風
に
吹
か
れ
て
軽
や
か
に
舞
い
お
ど
り
、
ま
る
で

音
曲
に
合
わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
池
水
を
渡
っ
て
い
く
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
本
句
の
「
度
レ
水
雲
」
の
用
例
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、

す
で
に
、
詩
題
「
渡
・
水
落
花
舞
」
の
語
釈
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
本
朝
文

粋
」
 
〈
巻
十
〉
中
の
、
源
順
の
手
に
な
る
「
暮
春
、
陪
二
上
州
大
王
池
亭
一
、
同

 
 
む
 
 
 
む

賦
二
度
・
水
落
花
楓
一
、
各
通
二
一
字
一
、
応
レ
教
。
」
と
題
す
る
詩
序
に
注
目
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
そ
の
詩
題
中
に
は
「
度
レ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
コ

水
」
と
あ
り
、
そ
の
序
文
申
の
一
句
に
も
・
「
花
随
レ
風
落
、
繭
渡
レ
本
来
。
」
と
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、



あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
序
文
中
の
他
の
対
句
に
は
、
「
月
浦
ヲ
過

 
み
だ
り
 
 
 
 
 
 
れ
ん
 
 
 
 
 
た
れ
 
い
っ
か

ギ
テ
漫
同
属
レ
バ
、
簾
ヲ
巻
キ
テ
誰
力
一
華
ノ
軽
キ
ヲ
待
タ
ン
ヤ
。
寧
波
ヲ
払

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
 
 
 
 
 
も
ろ

ヒ
テ
斜
二
飛
べ
バ
、
袖
ヲ
張
り
テ
亦
雑
蘂
ノ
脆
キ
ヲ
迎
フ
。
」
 
（
過
二
月
浦
一
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

漫
入
、
巻
・
簾
誰
待
二
一
華
言
軽
一
。
払
二
春
波
一
分
斜
飛
、
張
レ
袖
軽
挙
二
雑
益
之

謄
｛
。
）
と
あ
っ
て
、
水
を
渡
る
コ
化
び
ら
」
の
軽
や
か
で
脆
い
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

○
霜
葉
冬
題
 
第
二
句
目
の
「
落
葉
」
を
承
け
る
。
・
そ
の
「
落
葉
」
の
類
語
と

し
て
、
こ
こ
で
は
「
霜
葉
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
「
霜
葉
」
と
は
、

霜
の
た
め
に
黄
色
ま
た
は
紅
色
に
な
っ
た
葉
の
こ
と
で
、
 
「
紅
葉
」
に
同
じ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
れ
な
み
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

そ
の
用
例
と
し
て
は
、
「
語
意
ハ
霜
葉
ノ
如
ク
、
紅
ナ
リ
ト
錐
モ
是
レ
春
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
む
 
 
む

ラ
ズ
。
」
 
（
酔
貌
如
二
霜
葉
一
、
羅
・
二
不
二
是
春
一
。
）
〈
『
三
嘆
文
集
」
巻
十
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
酔
中
対
二
紅
葉
一
」
〉
と
か
、
 
「
三
秋
ノ
岸
雪
二
花
ハ
初
メ
テ
白
ク
、
一
夜
ノ

 
 
 
 
 
ご
と
ご
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

林
霜
二
葉
ハ
尽
ク
紅
ナ
リ
。
」
（
三
秋
岸
雪
花
初
心
、
一
夜
林
霜
葉
尽
紅
。
）

〈
『
千
載
佳
句
」
巻
上
「
暮
秋
」
。
な
お
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
「
霜
」
に
も
所
収
〉

と
か
の
一
聯
な
ど
が
見
え
る
。

 
「
副
題
」
は
、
冬
季
の
作
文
会
に
お
け
る
詩
題
と
い
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

永
延
元
年
（
九
八
七
）
十
月
十
四
日
の
、
東
三
条
邸
行
幸
時
の
作
文
会
の
詩
題

「
三
下
飛
ビ
テ
水
面
紅
ナ
リ
」
（
葉
旱
水
面
罵
）
を
具
体
的
に
指
示
し
て
い
る
。

す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
 
「
日
本
紀
略
」
〈
同
日
条
V
に
は
、
「
天
皇
行
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

幸
摂
政
（
墨
家
）
東
三
条
第
一
、
命
行
二
詩
宴
一
。
題
云
、
樽
詰
水
面
紅
。
又
召
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

擬
文
章
生
一
、
奉
レ
延
享
・
詩
。
題
云
、
池
岸
這
々
鮮
。
又
奏
二
音
楽
一
。
…
…
」

ど
あ
り
、
当
日
に
一
条
天
皇
が
摂
政
の
兼
々
の
東
三
条
邸
に
行
幸
し
、
そ
こ
で

作
文
会
（
詩
宴
）
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
詩
題
は
「
葉
飛
水
面
紅
」
で
あ
っ
た

と
い
う
（
な
お
、
当
日
に
は
「
擬
文
章
生
試
」
も
行
な
わ
れ
、
そ
ち
ら
の
詩
題

の
方
は
「
池
岸
菊
猶
鮮
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
）
。
ま
さ
し
く
、
本
文
の
「
霜

葉
冬
題
」
は
、
そ
の
時
の
「
葉
飛
水
面
紅
」
と
の
、
そ
の
詩
題
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
す
な
わ
ち
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
作
文
会
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

 
 
 
 
 
 

は
確
か
に
初
冬
の
時
季
に
あ
た
る
。
僻
ま
た
、
そ
の
時
の
詩
題
が
「
葉
飛
水
面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

紅
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
確
か
に
霜
葉
の
詩
題
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
た
だ
、
勿
論
、
本
文
で
は
、
 
「
霜
葉
冬
題
」
と
い
う
こ
と
で
、
永
延
元
年

十
月
十
四
日
の
作
文
会
の
詩
題
「
言
動
水
面
下
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
当
日
の
「
詩
宴
」
の
こ
と
を
今
に
思
い
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
作
者
の
匡
衡
が
当
日
の
「
詩
宴
」
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に

指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
文
の
「
霜
葉
」
と
「
恥
骨
」
と
は
、
次
句
の
「
風

花
」
と
「
春
宴
」
と
の
対
語
。

 
 
 
 
 
じ
げ

○
陪
地
下
 
地
下
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
作
者
自
身
も
そ
の
当
日
の
宴
席
に

参
列
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
 
「
地
下
」
は
、
清
涼
殿
の
「
殿
上
の
間
」
に
昇

殿
を
許
さ
れ
な
い
官
人
ま
た
は
家
柄
の
こ
と
。
通
常
、
蔵
人
を
除
く
六
位
以
下

の
官
人
を
指
す
が
、
五
位
以
上
で
も
、
昇
殿
を
許
さ
れ
な
い
地
下
の
上
達
部

（
公
卿
）
や
大
夫
も
い
た
。
「
堂
上
」
 
「
殿
上
」
の
対
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、

 
う
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ぶ
ら

「
午
ノ
夕
刻
二
殿
上
ノ
上
達
部
・
左
大
臣
以
下
ハ
御
前
二
親
ヒ
、
地
下
ノ
卿
上

（
相
か
）
等
ハ
南
殿
二
枚
フ
。
．
」
 
（
午
二
藍
殿
上
上
達
部
・
左
大
臣
以
下
候
二

 
 
 
 
。
 
o
 
〔
相
ヵ
〕

御
前
一
、
地
下
卿
上
等
候
二
南
殿
一
。
）
 
〈
『
九
暦
」
天
暦
二
年
七
月
十
九
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条
〉
と
か
、
 
「
こ
の
侍
従
大
納
言
（
行
成
）
こ
そ
、
備
後
介
と
て
ま
だ
地
下
に

お
は
せ
し
時
、
蔵
人
頭
に
な
り
た
ま
へ
る
、
例
い
と
め
づ
ら
し
き
こ
と
よ
な
。
」

〈
「
大
鏡
」
夢
中
「
伊
罪
」
伝
〉
と
か
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
本
文
の
「
陪
」

は
、
こ
こ
で
は
、
し
た
が
う
・
は
べ
る
、
の
意
。
 
『
玉
篇
」
に
、
 
「
陪
、
随
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也
。
し
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
宴
席
に
参
列
す
る
こ
と
。

 
と
こ
ろ
で
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
に
参
列
し
た
作
者
・
急
撃
は
、

当
時
三
十
六
歳
（
あ
る
い
は
三
十
五
歳
）
で
、
そ
の
官
位
は
「
従
五
位
下
・
甲

斐
権
守
兼
弾
正
少
弼
」
 
〈
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
 
「
五
位
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
当
時
、
彼
は
い
ま

だ
昇
殿
を
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
で
、
自
身
の
こ
と
を
「
地
下
」
と
言
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
（
な
お
、
同
上
書
に
よ
る
と
、
匡
衡
が
「
昇
殿
」
を
許
さ
れ

た
の
は
、
長
徳
四
年
〈
九
九
八
〉
十
月
二
十
三
日
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
）
。

匡
衡
が
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
二
年
後
の
導
引
元
年
（
九
八
九
）

十
一
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
が
く
同
上
書
〉
、
彼
は
、
す
で
に
天
元
二
年

（
九
七
九
）
五
月
二
十
六
日
に
は
、
二
十
八
歳
（
あ
る
い
は
二
十
七
歳
）
で
対

策
に
も
及
第
し
て
お
り
〈
同
上
書
〉
、
本
格
的
に
儒
者
・
文
人
の
道
を
歩
き
始

め
て
、
も
は
や
八
年
ほ
ど
も
た
っ
て
い
た
。

 
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
、
東
三
条
邸
行
幸
の
詩
宴
に
彼
が
「
地
下
」
の
身

分
で
参
列
を
許
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
彼
の
儒
者
・
文
人
と
し
て
の
経
験
と

力
量
と
が
公
式
に
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
こ
の
二
年
後
に
、
彼

が
「
文
章
博
士
」
に
任
ぜ
ら
れ
，
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
も
、
そ
の
こ
と
が
容
易

に
想
像
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
 
「
江
吏
部
集
』
〈
巻
下
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

中
に
、
「
初
冬
聖
恩
行
二
幸
摂
政
第
一
、
質
疑
二
葉
飛
水
面
紅
一
、
応
レ
製
。
」
と
い

う
詩
題
の
七
律
が
見
え
、
当
日
、
作
者
の
匡
衡
が
そ
の
「
詩
宴
」
に
参
列
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

 
○
〔
原
詩
〕
秋
含
有
レ
底
入
二
洞
中
一
、
葉
飛
二
水
面
一
自
成
レ
紅
。
焼
・
丹
非
レ
火

 
沙
頭
態
、
織
レ
錦
無
レ
機
浪
上
功
。
撃
レ
筑
豊
歌
豊
柿
月
、
廻
レ
輿
重
問
溜
陽

 
風
。
仁
撚
目
艸
木
一
皆
逢
遇
、
争
以
二
戸
忠
一
達
二
聖
人
［
。

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
（
二
＋
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
つ
か

○
〔
訓
読
〕
秋
後
二
時
有
リ
テ
洞
中
二
入
レ
バ
、
葉
ハ
水
面
二
飛
ビ
テ
自

 
く
れ
な
み
 
 
 
 
 
た
ん
 
 
 
 
 
ひ
 
 
あ
ら
 
 
 
 
 
に
い
 
 
 
 
 
 
 
は
に

ラ
紅
ヲ
成
ス
。
丹
ヲ
焼
ク
ニ
火
二
非
ズ
沙
頭
ノ
態
、
錦
ヲ
織
ル
ニ
機
無
シ

 
 
 
こ
う
 
ち
く
 
う
 
 
 
ま
 
 
 
 
ほ
う
は
い
 
'
き
の
り
も
の
 
め
ぐ
 
 
 
 
か
さ

浪
上
ノ
功
。
筑
ヲ
撃
チ
テ
復
艶
歌
フ
豊
滞
ノ
月
、
 
輿
ヲ
廻
ラ
シ
テ
重
ネ
テ

問
フ
溜
翠
雲
・
仁
ハ
．
蛉
讃
ヲ
艦
ソ
テ
蹴
響
群
ス
レ
バ
・
罫
ア
カ
愚
由
心
ヲ

 
 
せ
い
そ
う

以
テ
聖
聡
二
達
セ
ン
ヤ
。

○
〔
通
釈
〕
秋
が
終
わ
っ
た
後
の
あ
る
一
日
（
十
月
十
四
日
）
に
神
仙
の
居

処
の
こ
乏
き
邸
宅
（
東
三
条
邸
）
を
訪
れ
る
と
、
木
の
葉
が
水
面
に
飛
び
散

 
っ
て
い
て
あ
た
り
を
紅
色
に
染
め
て
い
る
。
そ
の
岸
辺
の
状
態
を
見
れ
ば
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
さ

る
で
火
も
な
い
の
に
丹
砂
を
焼
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
水
面
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
た
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん
い

様
子
を
見
れ
ば
ま
る
で
機
も
な
い
の
に
錦
衣
を
織
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

 
る
。
 
（
今
日
の
宴
席
は
）
か
の
前
漢
の
高
祖
が
生
ま
れ
故
郷
の
豊
浦
に
も
ど

 
っ
て
月
を
な
が
め
て
歌
を
う
た
い
か
つ
筑
を
打
っ
た
時
の
そ
れ
の
よ
う
に
有

り
難
く
素
晴
ら
し
い
催
し
な
の
で
あ
り
、
陛
下
（
一
条
天
皇
）
ご
自
身
か
ら

 
こ
の
地
に
車
駕
を
お
命
じ
に
な
っ
た
の
は
外
祖
父
（
兼
家
）
に
対
す
る
ひ
と

 
か
た
な
ら
ぬ
情
愛
の
せ
い
な
の
で
あ
る
。
 
（
今
日
）
陛
下
の
ご
仁
徳
は
草
木

 
に
ま
で
及
び
そ
し
て
草
木
の
ご
と
き
つ
ま
ら
ぬ
小
臣
（
わ
た
く
し
）
に
ま
で

 
そ
の
恩
恵
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
宴
席
に
参
列
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

 
ま
し
た
が
、
 
（
こ
の
よ
う
な
大
き
な
恩
恵
を
か
た
じ
け
な
く
す
る
こ
と
に
な

 
つ
た
小
臣
は
）
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
陛
下
に
対
し
て
忠
誠
を
尽

く
し
て
よ
い
か
と
迷
う
ば
か
り
で
す
。

 
以
上
の
よ
う
に
匡
衡
は
詠
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
申
で
も
、
当
日

の
宴
席
に
参
列
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
自
分
を
「
幅
木
」
に
た
と
え
て
卑
下
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
な

て
い
る
。
文
中
の
「
「
仁
需
二
艸
木
一
皆
逢
遇
」
と
の
一
句
は
、
 
「
皆
」
 
（
こ
こ

で
は
、
二
つ
と
も
に
、
の
意
。
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
 
「
堅
木
」
中
に
、
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草
木
と
そ
の
草
木
の
ご
と
き
つ
ま
ら
ぬ
小
臣
（
わ
た
く
し
）
と
の
両
方
の
意
を

掛
け
て
い
る
と
考
え
て
、
そ
の
上
で
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

つ
ま
り
、
当
日
の
作
文
会
の
詩
題
が
「
岩
飛
水
面
紅
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
こ
と
が
、
 
「
（
今
日
）
陛
下
の
ご
仁
徳
は
草
木
に
ま
で

及
び
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
当
日
の
そ
の
作
文
会
に
参
列
す
る
こ

と
を
作
者
が
許
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
こ
と
が
、
同
時

に
、
 
「
（
陛
下
の
ご
仁
徳
は
）
草
木
の
ご
と
き
つ
ま
ら
ぬ
小
臣
（
わ
た
く
し
）

に
ま
で
そ
の
恩
恵
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
文

中
の
「
皆
」
は
、
そ
の
二
つ
の
意
味
を
受
け
と
め
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
の
「
艸
木
」
中
に
、
 
「
小
臣
」
 
（
わ
た
く
し
）
の
意
味
を
掛
け
さ
せ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
ぼ
う

い
る
の
は
、
例
え
ば
、
 
「
事
様
」
 
（
く
さ
と
ち
が
や
。
く
さ
む
ら
。
転
じ
て
、

民
間
・
在
野
の
意
。
さ
ら
に
転
じ
て
、
自
分
で
謙
遜
し
て
、
 
「
草
垣
之
臣
」
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ん

ど
と
し
て
使
う
。
）
な
ど
の
そ
れ
に
従
っ
た
に
違
い
な
い
。
 
「
需
」
 
（
う
る
ほ

す
）
と
は
、
恩
恵
が
及
び
い
た
る
意
で
あ
り
、
草
木
の
場
合
に
は
、
当
日
の
作

文
会
の
詩
題
に
草
木
の
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
事
実
を
指
示
し
、
小
臣
（
わ

た
く
し
）
の
場
合
に
は
、
当
日
の
作
文
会
に
作
者
が
参
列
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
事
実
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
う
ぐ
う

 
な
お
、
さ
き
の
一
句
申
に
見
え
る
「
逢
遇
」
と
い
う
詩
語
は
、
 
『
論
衡
』

．
〈
巻
一
〉
中
の
命
題
の
名
に
見
え
る
そ
れ
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
は
、
賢
明
な
る

君
主
と
の
出
会
い
・
め
ぐ
り
あ
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

う
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
是
ヲ
以
テ
賢
才
ノ
遇
逢
ニ
ハ
、
美
辞
ヲ
吐
ク
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

以
テ
古
今
ノ
鏡
ト
為
ス
。
」
 
（
五
重
賢
才
之
亡
命
、
吐
口
美
辞
一
歳
為
二
古
今
之

鏡
一
。
）
 
〈
『
本
朝
続
文
博
』
巻
九
・
孝
言
朝
臣
「
七
言
、
…
…
花
柳
単
二
佳

妓
【
。
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
勿
論
、
本
邸
で
の
「
賢
明
な
る
君
主
」
と

は
、
当
日
の
作
文
会
の
主
催
者
で
あ
る
一
条
天
皇
の
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
草
木
の
「
昏
乱
」
と
は
、
当
日
の
作
文
会
の
詩
題
に

 
む
 
 
む

「
葉
飛
水
面
紅
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
い
い
、
小
臣
（
わ
た
く
し
）
の
「
逢

遇
」
と
は
、
当
日
の
宴
席
へ
の
参
列
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

 
と
に
か
く
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の
詩
宴
に
、
作
者
の
匡
衡
は
「
地
下
」

の
身
分
で
参
列
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
席
上
で
、
 
「
仁

露
二
艸
木
一
皆
逢
遇
」
と
の
詩
句
を
詠
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
分
の
身
分
を
「
艸

木
」
に
た
と
え
て
卑
下
し
、
ひ
た
す
ら
、
当
日
の
宴
席
に
参
列
す
る
こ
と
を
許

し
た
一
条
天
皇
の
仁
徳
の
大
き
さ
を
称
賛
し
て
い
た
。
そ
の
時
か
ら
十
九
年
目

（
数
え
で
二
十
年
目
）
に
あ
た
る
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
こ
と
な
の
で
あ
る
、

今
回
の
東
三
条
邸
で
の
別
宴
は
。
主
催
者
も
前
回
の
そ
れ
に
同
じ
｝
条
天
皇
な

の
で
あ
る
。
今
回
の
花
詞
に
、
も
作
者
は
参
列
を
許
さ
れ
て
、
し
か
も
、
設
置
と

講
師
と
の
大
任
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
る
。
今
や
、
作
者
は
、
前
回
の
詩
宴
と

今
回
の
花
宴
と
に
お
け
る
自
身
の
境
遇
の
差
異
を
思
い
く
ら
べ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
回
の
時
に
、
自
分
の
身
分
を

「
艸
木
」
に
た
と
え
て
卑
下
し
て
一
句
を
詠
じ
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
お

こ
し
、
今
回
は
、
そ
れ
を
「
陪
二
地
下
こ
と
改
め
て
表
現
し
て
い
る
わ
け
な
の

で
あ
る
。

○
風
花
春
雨
 
今
回
の
「
風
花
」
を
詩
題
と
し
た
春
の
宴
席
、
と
の
意
。
第
二

句
目
の
「
乱
心
」
を
直
接
に
承
け
、
そ
れ
と
対
応
さ
せ
て
い
る
。
寛
弘
三
年
三

月
四
日
の
「
着
映
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
 
「
風
花
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

当
日
の
詩
題
「
渡
レ
水
落
花
舞
」
の
こ
と
を
指
示
す
る
。
「
風
に
散
る
落
花
」

の
こ
と
を
内
容
的
に
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
約
言
し
た
の
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ろ
う
か
。
 
「
自
尊
」
と
は
売
当
日
の
「
花
宴
」
が
三
月
四
日
に
開
催
さ
れ
て
い
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、
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る
ζ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 
「
風
花
」
 
（
風
に
散
る
花
）
の
用
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
し
ひ
ら
 
 
わ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
だ
 
 
き
た

と
し
て
は
、
 
「
驚
鳥
目
林
ヲ
排
キ
テ
度
リ
、
風
花
ハ
水
ヲ
隔
テ
テ
来
ル
。
」

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

（
驚
鳥
排
レ
林
度
、
風
花
隔
・
水
来
。
）
 
〈
『
全
唐
詩
』
上
世
南
「
春
夜
」
〉
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
か
り

の
一
聯
な
ど
が
見
え
、
鬼
「
慢
言
」
の
そ
れ
と
し
て
は
、
「
時
二
春
ハ
三
月
ノ
光

 
あ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
の
し
み
 
き
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o

ヲ
余
シ
、
宴
ハ
一
時
ノ
楽
ヲ
極
ム
。
」
 
（
干
・
時
春
余
三
二
月
下
光
一
、
宴
極
二

一
時
之
楽
一
。
）
〈
『
本
朝
文
書
」
菅
三
品
「
七
言
、
北
堂
文
選
寛
言
々
詠
・
句
、

得
5
遠
念
二
男
士
風
一
。
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。

○
近
皇
明
 
陛
下
（
一
条
天
皇
）
の
お
側
近
く
に
侍
す
こ
と
。
上
酒
の
「
陪
二

地
下
こ
の
対
語
。
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
「
花
塗
」
の
時
に
は
、
『
御
堂
関
白

記
」
〈
同
日
条
〉
中
に
、
 
「
匡
衡
朝
臣
ヲ
召
シ
テ
、
題
ヲ
賜
ヒ
、
序
ヲ
献
ズ
可

 
 
よ
し
 
お
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
人
汀
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
 
O
 
O
 
O
O

キ
ノ
由
ヲ
仰
セ
ラ
ル
。
」
（
召
二
匡
参
朝
臣
一
、
賜
レ
題
、
仰
二
可
・
献
・
序
由
一
。
）

と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
の
匡
衡
は
序
者
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
大
任
を
か
た
じ
け
な
く
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 

た
、
当
日
は
「
講
文
講
書
」
〈
同
上
書
。
な
お
、
「
文
」
と
は
韻
文
の
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
詩
の
こ
と
を
指
し
、
 
「
書
」
と
は
散
文
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
序
の

こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
〉
の
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
 
『
江

吏
部
集
』
 
〈
巻
申
〉
申
の
七
律
の
題
詞
に
、
 
「
寛
弘
三
年
三
月
四
日
二
、
聖
上

ハ
左
回
府
ノ
東
三
条
第
二
於
イ
テ
花
宴
ヲ
行
ハ
ル
。
余
ハ
序
者
ト
為
り
テ
兼
ネ

テ
詩
ヲ
講
ズ
。
…
…
」
 
（
寛
弘
三
年
三
月
四
日
、
，
聖
上
於
二
恩
駿
府
東
三
条
第
一

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
を

被
・
行
二
花
宴
一
。
余
為
二
聖
者
一
半
講
レ
詩
。
）
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
の

時
の
「
講
師
」
の
役
に
も
匡
衡
が
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

 
つ
ま
り
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
当
日
の
「
花
冠
」
に
お
い
て
、
作
者
の
匡
衡

は
、
序
者
に
任
じ
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
講
師
に
も
抜
擢
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
、
一
条
天
皇
の
御
前
で
大
い
に
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
（
垂
ハ
）

る
。
本
句
の
「
近
二
皇
明
一
」
と
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。
楽
句
の
対
語
「
陪
二
地
下
一
」
が
、
永
延
元
年
十
月
十
四
日
の

「
詩
宴
」
に
作
者
が
「
地
下
」
の
身
分
で
そ
の
末
席
に
列
な
っ
て
い
た
（
儒
者

・
文
人
と
し
て
そ
の
末
席
に
加
わ
っ
て
い
た
）
こ
と
を
言
口
っ
て
い
た
が
、
今
回

の
「
花
営
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
一
条
天
皇
の
お
側
近
く
に
侍
し
て
、
儒
者

・
文
人
の
代
表
と
し
て
の
大
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
作
者
の
喜
び
の
大
き
さ
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

対
比
の
妙
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
、
そ
の
作
者
の
喜
び
の
大
き
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か

が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
 
「
博

せ
 
ざ
え
 
 
 
 
o
。
。
。
。
o
。
o
。
o
。
。
。

士
の
才
あ
る
は
、
め
で
た
し
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。
か
ほ
に
く
げ
に
、
い
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

げ
ろ
う
 
 
 
 
 
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o
お
ま
へ
。
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o
 
o

下
藤
な
れ
ど
、
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
前
に
近
づ
き
ま
み
り
、
さ
べ
き
こ
と
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
み

ど
問
は
せ
た
ま
ひ
て
（
御
書
の
師
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
は
、
う
ら
や
ま
し
く
め
で
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

し
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
願
文
・
表
・
」
も
の
の
序
な
ど
作
り
出
だ
し
て
ほ
め
ら
る

む
 
 
む

る
も
、
い
と
め
で
た
し
。
」
 
〈
『
枕
草
子
」
 
「
め
で
た
き
も
の
」
〉
と
の
一
文

を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
今
回
の

花
宴
に
お
い
て
は
、
．
作
者
は
、
「
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
前
に
近
づ
き
ま
み

り
」
、
そ
し
て
、
 
「
も
の
の
序
な
ど
作
り
出
し
て
ほ
め
ら
る
る
」
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
 
「
め
で
た
し
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
」
の
状

態
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

 
「
皇
明
」
と
は
、
天
子
の
明
徳
の
こ
と
。
ま
た
、
大
き
な
明
徳
の
こ
と
。

、
『
文
選
』
 
〈
班
固
「
西
都
賦
」
〉
中
に
、
、
「
天
人
ハ
合
応
シ
テ
、
以
テ
平
明
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

発
ス
。
」
 
（
天
人
感
応
、
再
発
二
尊
明
一
。
）
と
い
う
一
文
が
見
え
、
そ
の
「
六

甲
注
」
に
は
、
 
「
善
日
、
皇
、
謂
二
高
祖
一
也
。
…
…
良
日
、
皇
、
大
也
。
此
伝
、

天
意
・
人
事
合
応
、
進
発
一
上
皇
大
明
之
徳
「
。
」
と
あ
る
。
勿
論
、
本
句
の

（45）



「
皇
明
」
の
場
合
は
、
一
条
天
皇
の
大
き
な
明
徳
の
こ
と
を
指
示
す
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
今
は
、
聖
上
（
一
条
天
皇
）
と
の
み
通
釈
し
た
。
な
お
、
「
忌
明
」

 
 
 
 
 
 
 
 
な

の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
猶
ホ
五
尺
ノ
名
ヅ
ケ
難
ク
、
両
懸
ノ
似
易
キ
有
レ
バ
、

 
 
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ご

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ノ

必
ズ
皇
明
二
稟
ケ
、
長
ク
疑
滞
ヲ
質
ス
。
」
 
（
猶
有
二
五
剣
難
・
名
、
両
三
易
ワ

 
 
 
 
 
 
 
む

似レ

K
七
二
皇
明
一
、
長
質
二
疑
滞
一
。
）
 
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
鮨
・
野
相
公
「
令

義
解
序
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
 
「
近
二
織
上
こ
の
類
似
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
よ
う
 
こ
こ
ろ
 
 
 
 
 
え
ん
ば
ん
 
な
つ

現
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
上
ノ
心
ノ
貴
ブ
ハ
遠
蛮
ヲ
懐
ク
ル
ニ
在
リ
、

引
キ
テ
玉
座
二
重
ミ
テ
天
顔
二
近
ヅ
カ
シ
ム
。
」
 
（
上
心
貴
在
レ
懐
二
三
蛮
一
、

 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む

引
臨
二
玉
座
一
近
二
天
顔
一
。
）
〈
『
白
氏
文
集
」
元
三
「
新
楽
府
」
蛮
子
器
〉
と

の
一
文
と
か
、
「
今
ハ
宝
暦
十
有
四
年
ニ
シ
テ
、
匡
衡
ハ
竜
顔
二
近
ヅ
キ
テ
、

 
 
し
ゅ
う
こ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
い

以
テ
秋
興
ノ
詩
ヲ
献
ズ
ト
、
爾
云
フ
。
謹
ミ
テ
序
ス
。
」
（
今
宝
暦
十
有
四

 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
コ
む

年
、
匡
毛
唐
二
竜
顔
［
、
以
献
二
秋
興
画
一
、
云
レ
爾
。
謹
序
。
）
と
の
一
文
と
か

が
見
え
る
。
と
く
に
後
者
の
そ
れ
は
、
同
人
の
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
注
目
さ

れ
よ
う
。

○
酔
歌
得
 
 
酒
に
酔
っ
て
詩
歌
を
口
ず
さ
み
、
ま
る
で
「
桃
源
郷
」
を
訪
れ

た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
酔
歌
」
は
、
次
句
の
「
踏
舞
」

の
対
語
で
、
酒
に
酔
っ
て
詩
歌
を
口
ず
さ
む
意
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
酔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

歌
ス
田
舎
ノ
酒
、
笑
読
ス
古
人
ノ
書
。
」
 
（
酔
歌
田
舎
酒
、
笑
読
古
人
書
。
）

〈
『
全
唐
詩
』
翰
墨
「
送
三
孟
六
帰
乱
入
陽
一
」
〉
と
の
一
聯
な
ど
が
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い

「
 
」
は
、
こ
こ
で
は
、
お
も
む
く
・
訪
ね
る
意
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
「
青

じ
や
く
 
 
 
 
つ
つ
 
と
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
よ
 
お
も
む

箸
二
塩
ヲ
裏
ム
嘱
二
帰
ル
ノ
客
、
緑
荷
二
等
ヲ
包
ム
虚
二
 
ク
ノ
人
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
青
箸
裏
・
塩
帰
・
嘱
客
、
緑
荷
包
・
飯
診
・
虚
人
。
）
 
〈
『
全
唐
詩
」
柳
宗
元

「
柳
州
綱
嘱
」
〉
と
の
一
聯
な
ど
が
見
え
る
。

○
桃
源
路
 
桃
源
郷
の
道
。
次
句
の
「
李
部
署
」
の
対
語
。
 
「
桃
源
」
は
、
地

名
。
一
説
に
、
湖
南
省
桃
源
県
の
西
南
の
地
と
い
う
。
陶
潜
（
三
明
）
 
「
桃
花

源
詩
三
二
」
に
よ
り
て
有
名
。
そ
の
序
文
に
は
、
 
「
晋
ノ
太
元
申
、
武
陵
ノ
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
に
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ち
ま

ノ
魚
ヲ
捕
り
暴
ト
冷
シ
、
蘇
前
縁
リ
テ
行
キ
、
路
ノ
遠
暫
ナ
ル
ヲ
忘
レ
、
惚
つ

チ
桃
花
ノ
林
二
逢
フ
。
岸
ヲ
爽
ム
コ
ト
数
百
歩
ニ
シ
テ
、
中
二
雑
樹
無
ク
、
芳

そ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ん
ぷ
ん
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は
 
こ
れ
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
 
す
す

艸
鮮
美
ニ
シ
テ
、
落
苧
績
良
工
リ
。
漁
人
ハ
甚
ダ
之
ヲ
異
ト
シ
、
復
タ
前
ミ
行

 
 
 
 
 
 
き
は

キ
テ
其
ノ
林
ヲ
窮
メ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
、
林
下
水
源
陰
獣
ク
。
…
…
」
 
（
晋
太
元

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

中
、
武
三
人
捕
レ
魚
為
・
業
、
縁
・
渓
行
、
忘
二
路
之
遠
近
一
、
忽
逢
二
桃
花
林
一
。

爽
・
岸
数
百
歩
、
中
無
二
雑
樹
一
、
芳
艸
鮮
美
、
落
英
濱
紛
。
漁
人
凱
陣
レ
之
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

復
前
行
欲
レ
窮
二
其
林
一
、
林
尽
二
水
源
一
。
…
…
）
と
あ
り
、
そ
こ
に
、
 
「
桃
」

「
源
」
 
「
路
」
・
の
各
字
が
見
え
る
。
 
「
桃
」
 
「
源
」
の
二
字
に
つ
い
て
は
、
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
詩
題
「
桃
花
源
詩
井
序
」
中
に
も
す
で
に
見
え
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
 
「
路
」
字
も
そ
の
序
文
中
に
見
え
る
こ
と
に
、
と
く
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
句
申
の
「
路
」
は
、
決
し
て
偶
然
に
用
い
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
典
を
踏
ま
え
て
必
然
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
う

 
「
桃
源
」
の
用
例
は
多
く
、
作
者
の
三
皇
自
身
も
す
で
に
、
 
「
春
ノ
霞
ノ
数

ぎ
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
と
は
る
か
 
 
 
 
 
 
 
い
ち
だ
ん
 
 
 
 
 
 
く
 
 
よ
は
い

行
二
、
桃
源
ヲ
尋
ネ
テ
燭
ハ
興
野
、
秋
ノ
露
ノ
一
景
気
、
菊
水
ヲ
酌
ミ
テ
齢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

ハ
遠
シ
。
」
 
（
春
霞
数
行
、
尽
目
桃
源
一
跡
蜀
遙
、
暴
露
・
一
団
、
酌
二
画
面
一
而
齢

遠
。
）
 
〈
『
本
朝
文
粋
」
巻
三
「
寿
考
」
対
策
〉
と
の
一
文
申
に
そ
の
詩
語
を

使
用
し
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
本
句
中
に
「
桃
源
」
の
詩
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
勿

論
、
一
つ
に
は
、
当
日
の
宴
席
が
俗
界
を
離
れ
た
別
世
界
、
す
な
わ
ち
仙
境
の

趣
き
を
有
し
て
い
る
と
作
者
が
言
い
た
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
に
は
、
当
日
の
「
花
宴
」
の
詩
題
が
「
度
レ
水
落
花
舞
」
と
い
う
こ

（46）



と
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
を
さ
か
り
に
落
花
が
舞
い
散
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
「
落
花
」
の
あ
り
さ
ま
を
「
桃
花
源
市
井
序
」
中
に
見
え
た
、
 
「
芳

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

艸
鮮
美
、
落
英
緕
紛
。
」
と
い
う
一
文
に
重
ね
あ
わ
せ
て
、
作
者
が
そ
れ
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
だ
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
作
者
は
、
当
日
の
「
落

花
」
を
、
こ
こ
で
、
ひ
と
た
び
桃
の
花
に
見
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
当
日
の
「
落
花
」
の
あ
り
さ
ま
を
目
に
し
て
い
る
作
者
は
、
自
分
が
、
あ

の
、
桃
の
落
花
が
舞
い
散
っ
て
い
る
桃
源
郷
に
迷
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

の
、
武
陵
の
漁
師
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
も
し
そ
う
だ

と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
眼
前
の
「
落
花
」
は
桃
の
花
び
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る

は
ず
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
作
者
が
眼
前
の
「
落
花
」
を
桃
花
に
見
立
て
た
の
は
、
確
か
に
、
そ
れ
が
陰

暦
三
月
（
晩
春
）
の
花
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
月
に
花
を
散
ら
す
か
ら
な
の
で

あ
る
。
桃
花
が
陰
暦
三
月
に
花
び
ら
を
散
ら
す
こ
と
は
、
例
え
ば
、
「
郊
原
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
ん
ぷ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
 
む

春
ハ
暮
レ
ソ
ト
欲
シ
、
桃
杏
ハ
落
ツ
ル
コ
ト
紛
々
タ
リ
。
」
（
郊
原
春
欲
・
暮
、

 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桃
杏
落
紛
々
。
）
〈
『
全
唐
詩
」
劉
長
卿
「
漉
過
二
斐
虻
郊
園
こ
〉
と
の
一
聯
な

ど
に
見
え
る
通
り
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
桃
花
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
花
宴
」

 
 
 
 
む
 
 
む

当
日
（
三
月
四
日
）
に
ふ
さ
わ
し
い
花
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
な
に

よ
り
も
「
漢
詩
」
の
世
界
に
似
つ
か
わ
し
い
花
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
句
で
作
者
が
「
落
花
」
を
桃
花
に
見
立
て
て
い
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 

・
う
な
、
序
文
中
で
「
落
花
」
を
梨
花
や
杏
花
に
見
立
て
た
方
法
に
相
通
じ
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

れ
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
は
、
警
句
の
李

花
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
踏
舞
欲
看
 
足
を
踏
み
な
ら
し
て
喜
び
舞
い
な
が
ら
、
思
わ
ず
目
が
「
李

部
」
の
方
に
向
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
「
踏
舞
」
は
、
上
句
の
「
酔
歌
」

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
六
）

の
対
語
。
足
を
踏
み
な
ら
し
て
喜
び
舞
う
意
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
手
ノ

こ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
 
 
 
 
。

之
ヲ
舞
ヒ
足
ノ
之
ヲ
踏
ム
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
」
（
不
・
知
二
手
愈
愈
レ
之
足
之
踏
り

之
也
。
）
 
〈
『
詩
経
』
周
南
「
関
誰
」
序
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。

○
李
部
栄
言
句
の
「
李
部
」
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
は
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
も
も

で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
陣
雲
の
「
桃
源
」
の
対
語
と
し
て
、
李
の
花
が
咲
き

乱
れ
る
場
所
（
境
界
）
の
意
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
は
、
後
の
尾
聯
と
の
意
味
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

な
関
連
と
し
て
、
式
部
省
（
唐
名
は
李
部
省
）
の
役
人
と
し
て
当
日
の
宴
席
に

奉
仕
し
て
い
た
作
者
の
子
息
・
噂
話
の
意
で
あ
る
。

 
「
李
部
」
を
前
者
の
意
味
に
と
る
場
合
、
 
「
栄
」
は
、
勿
論
、
咲
き
ほ
こ
る

花
の
こ
と
に
な
る
。
李
の
花
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
句
「
踏
舞
欲
・
看
李

弾
弓
」
の
全
体
の
意
味
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
作
者

は
、
今
や
、
ま
る
で
「
桃
源
」
に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
「
踏
舞
」
し
て
、
李
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
あ
た
り
の
方

を
見
よ
う
と
す
る
の
だ
、
と
。
 
「
桃
」
か
ら
「
李
」
を
発
想
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
作
者
は
、
ひ
と
ま
ず
、
眼
前
の
「
落
花
」
を
桃
の
花
び
ら
に
見
立
て
た

の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
李
の
花
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
そ
ち
ら

の
方
に
目
が
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
 
も
も
 
 
 
 
 
す
も
も

 
「
桃
」
か
ら
「
杏
」
を
発
想
し
て
い
る
と
言
っ
た
が
、
そ
の
発
想
法
は
極
め

て
自
然
で
あ
り
、
少
し
も
無
理
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
 
「
桃
」
と
「
李
」
と

が
密
接
な
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
句
の
対
語
「
桃
源
」
と
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

関
連
で
言
え
ば
、
そ
の
「
桃
源
」
の
こ
と
を
「
桃
李
源
」
と
も
い
う
の
で
あ

る
。
『
述
異
記
』
 
〈
漢
魏
叢
書
本
・
巻
下
〉
中
に
、
 
「
武
陵
源
ハ
呉
中
二
在
リ
。

 
 
 
 
 
 
 
ご
と
ご
と

山
二
他
ノ
罪
報
ク
、
尽
ク
桃
李
ヲ
生
ズ
レ
バ
、
俗
心
呼
ビ
テ
桃
李
源
ト
為
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
よ

源
上
二
石
洞
有
リ
テ
、
洞
中
二
二
水
有
リ
。
世
伝
フ
、
管
玉
ノ
喪
乱
二
、
呉
中

（47）

＼



 
 
 
 
こ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
み
な

ノ
人
ハ
、
此
二
於
イ
テ
難
ヲ
避
ケ
、
桃
李
ノ
実
ヲ
食
フ
者
ハ
皆
仙
ヲ
得
タ
リ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ト
。
」
 
（
武
陵
源
在
二
墨
糸
［
。
山
無
二
他
木
一
、
尽
生
二
桃
李
一
、
里
馬
為
二
桃
李

 源
一
。
源
上
有
二
石
洞
一
、
洞
中
有
二
鼻
水
一
。
世
伝
、
秦
末
喪
乱
、
呉
中
人
、
於
・

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

此
避
レ
難
、
食
二
桃
李
実
一
者
皆
得
・
仙
。
）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
 
「
桃
源
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

の
こ
と
を
「
桃
李
源
」
と
言
っ
て
い
る
。
作
者
は
、
恐
ら
く
、
 
「
桃
源
」
か
ら

 
 
り

「
桃
李
源
」
を
発
想
し
、
そ
れ
を
「
黒
部
」
と
表
現
し
た
に
違
い
な
い
（
そ
の

場
合
の
「
部
」
は
、
 
『
集
韻
』
に
「
部
、
界
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
か
い

・
堺
界
の
意
。
李
の
花
の
咲
く
場
所
の
こ
と
。
）
。

 
さ
ら
に
、
 
「
桃
」
が
陰
暦
三
月
の
花
で
あ
る
よ
う
に
、
「
李
」
も
陰
暦
三
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
り
つ
り

の
花
な
の
で
あ
る
。
桃
や
李
の
花
の
咲
く
陰
暦
三
月
頃
の
月
こ
と
を
「
桃
李
ノ

つ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
き
お
の
つ
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
羅
鞭
綺
自
ラ
相
親
シ

月
」
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
 
「
昭
陽
桃
李
ノ
月
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ム
。
」
 
（
昭
陽
桃
李
月
、
鼻
輪
自
相
親
。
）
 
〈
李
白
「
宮
中
行
楽
詞
」
其
五
〉

と
の
一
聯
な
ど
に
見
え
る
通
り
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
花
を
咲
か
せ
散
ら
す

の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
 
「
李
」
は
、
 
「
桃
」
と
ほ
ぼ
同
じ
時
季
に
花
を
咲
か

せ
て
散
ら
す
の
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
、
作
者
が
、
「
桃
」
か
ら
「
李
」
を

発
想
し
た
こ
と
は
極
め
て
自
然
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

、
と
に
か
く
、
作
者
の
匡
衡
は
、
序
文
を
含
め
て
、
当
日
の
「
花
宴
」
に
お
い

て
眼
前
に
散
る
花
（
恐
ら
く
、
時
季
的
に
考
え
て
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
「
桜

花
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
）
を
、
「
梨
」
 
「
杏
」
 
「
桃
」
 
「
李
」

の
花
び
ら
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
四
種
類
の
見
立
て
の

い
ず
れ
も
が
、
陰
暦
三
月
（
暮
春
）
の
花
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
お

り
、
ま
た
、
そ
の
ど
れ
も
が
「
漢
詩
」
的
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
る
花
木
（
漢
詩

の
中
で
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
）
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
の
技
巧
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
四

種
類
の
見
立
て
に
し
て
も
、
作
者
は
そ
れ
ら
を
序
文
と
詩
に
そ
れ
ぞ
れ
巧
み
に

配
置
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
、
や
は
り
、
野
遊
を
解
釈
す
る
に
は
、
本
序

文
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
両
者
を
一
体
の
も
の
と
み
な
す

べ
き
だ
ろ
う
。

 
さ
て
、
本
真
の
「
学
部
」
の
、
ざ
う
一
つ
の
意
味
に
つ
い
て
隅
次
に
言
及
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

た
い
。
そ
れ
は
、
遺
句
の
「
李
部
」
に
、
式
部
省
（
唐
名
は
三
部
省
）
の
役
人

と
し
て
当
日
の
宴
席
に
奉
仕
し
て
い
た
作
者
の
子
息
・
挙
周
の
こ
と
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
尾
聯
と
の
意
味
的
な
関
連
に

お
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
式
部
省
は
、
律
令
制
で
太
政
官
八
省
の
一
つ
。
朝
廷
の
礼
式
お
よ
び
文
官
の

考
課
・
選
叙
・
恩
賜
な
ど
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
で
あ
る
。
そ
の
式
部
省

 
 
 
 
 
 
 
 
む

の
唐
名
を
「
李
部
省
」
 
「
吏
部
省
」
と
い
う
く
『
拾
白
煙
」
巻
中
「
官
位
唐
名

部
」
〉
。
寛
弘
三
年
三
月
四
日
当
日
の
「
花
宴
」
は
左
大
臣
道
長
の
東
三
条
邸

で
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
当
時
の
里
内
裏
で
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
「
花
白
」
は
一
条
天
皇
の
主
催
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

当
日
の
宴
席
に
は
式
部
省
の
役
人
た
ち
が
奉
仕
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
の
役
人
た
ち
の
中
に
は
、
当
時
の
式
部
少
丞
で
あ
っ
た
作
者
の
子

息
・
挙
周
が
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
の
挙
周
の
こ
と
を
作
者
は
本
館
で

「
李
部
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

 
寛
弘
三
年
三
月
四
日
当
時
の
歯
周
は
式
部
少
童
の
官
職
に
仮
せ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
就
任
は
、
 
「
寛
弘
三
年
正
月
日
、
辞
二
式
部
権
大
輔
一
、
以
二
男
挙
周
一

任
二
少
丞
一
。
」
 
〈
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
父
の
匡
衡

が
自
分
の
式
部
権
大
輔
の
官
職
を
辞
す
こ
と
と
引
き
換
え
に
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
年
三
月
四
日
の
「
花
宴
」
の
当
日
か
ら
す
れ
ば
、
挙
周
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の
式
部
少
丞
就
任
は
、
時
期
的
に
は
、
ま
さ
し
く
、
「
ほ
ん
の
少
し
前
」
 
（
就

任
し
て
二
個
月
ほ
ど
）
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
父
の
匡

衡
の
強
い
希
望
の
も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
匡
衡
が
挙
周
の

そ
の
就
任
を
い
か
に
喜
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
は
、
「
今
年
（
寛
弘
三
年
）
ハ

ふ
た
た
び
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

両
度
心
緒
ヲ
慰
メ
ラ
レ
、
愚
息
（
挙
周
）
ノ
恩
二
心
フ
コ
ト
之
至
レ
ル
カ
ナ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ぼ

正
月
ノ
諸
書
ニ
ハ
端
部
ト
為
り
、
暮
春
ノ
花
宴
ニ
ハ
蓬
莱
二
上
ル
。
」
 
（
今
年

む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む

両
度
慰
二
心
緒
一
、
愚
息
遇
レ
恩
之
至
愚
。
正
月
愛
書
為
二
李
部
「
、
暮
春
花
宴
上
二

蓬
莱
一
。
）
 
〈
「
江
吏
部
集
」
巻
中
「
寛
弘
三
年
三
月
四
日
、
聖
上
於
聖
算
相
府

東
三
条
第
一
被
レ
行
二
花
宴
［
。
'
…
…
」
〉
と
の
二
聯
を
見
れ
ば
、
十
分
に
う
か
が

い
知
れ
る
だ
ろ
う
（
な
お
、
こ
こ
で
も
、
 
「
式
部
少
丞
」
の
宮
職
を
「
李
部
」

と
言
っ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
挙
周
の
「
李
部
」
就
任
は

寛
弘
三
年
正
月
の
除
目
に
よ
っ
て
決
定
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
も
も

 
本
句
の
「
李
部
栄
」
中
に
は
、
 
「
李
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
美
し
い
場
所
」
と

い
う
見
立
て
の
ほ
か
に
、
 
「
晴
れ
が
ま
し
い
式
部
省
の
役
人
と
し
て
当
日
の
宴

席
に
奉
仕
し
て
い
る
わ
が
子
息
・
挙
周
」
と
い
う
意
味
が
、
恐
ら
く
掛
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
首
部
」
が
「
挙
周
」
個
人
を
指
示
し
て
い
る
と
す
る

と
、
そ
の
「
栄
」
と
は
、
 
「
晴
れ
が
ま
し
い
」
様
子
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
い
ま
だ
式
部
少
丞
に
補
せ
ら
れ
て
問
も
な
い
挙
周
の
存
在
は
、
宴
席
の
父

・
匡
衡
の
目
に
は
「
晴
れ
が
ま
し
く
」
映
る
と
同
時
に
、
そ
の
就
任
後
間
も
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
な
く
心
配
で
、
 
「
挙
周
の
い
る
あ
た
り
」
が
気

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
故
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
父

の
目
は
そ
ち
ら
の
方
へ
向
い
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

 
も
ヶ
一
度
確
認
す
る
と
、
本
句
の
「
李
部
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
一
つ
は
、
 
「
李
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
あ
た
り
」
と
い
う
意
で
あ
り
、

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
六
）

他
の
一
つ
は
、
「
式
部
少
丞
の
挙
周
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
意

昧
を
考
慮
し
て
本
句
「
踏
舞
欲
レ
看
李
三
栄
」
全
体
を
今
一
度
通
釈
す
る
と
、

「
足
を
踏
み
な
ら
し
て
喜
び
舞
い
な
が
ら
、
思
わ
ず
に
我
が
目
は
、
ま
る
で

す
も
も

李
 
の
花
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
美
し
い
場
所
に
た
た
ず
ん
で
い
る
、

そ
の
晴
れ
が
ま
し
い
式
部
高
溶
の
挙
周
の
姿
を
追
い
求
め
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
勿
論
、
父
の
視
線
が
思
わ
ず
に
子

の
存
在
を
追
い
求
め
る
の
は
、
こ
こ
で
は
「
晴
れ
が
ま
し
さ
」
の
せ
い
な
の
で

あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
な
い
こ
と
は
、
尾
聯
で
作
者
が
言
っ
て
い
る
こ
と

を
見
れ
ば
容
易
に
分
か
る
。
未
熟
な
我
が
子
が
な
ん
と
な
く
心
配
で
で
も
あ
る

か
ら
な
の
で
あ
る
。
本
句
は
、
内
容
的
に
三
夕
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。

○
翰
墨
寄
身
 
筆
墨
（
文
学
）
に
従
事
す
る
こ
と
。
「
翰
墨
」
は
筆
墨
の
意
で
、

転
じ
て
、
文
学
の
こ
と
。
 
「
寄
・
身
」
は
、
自
分
の
身
を
ま
か
す
こ
と
。
こ
こ

で
は
、
文
学
の
こ
と
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

 
本
直
「
翰
墨
寄
・
身
」
の
出
典
は
、
 
『
文
選
』
〈
魏
文
帝
「
典
論
論
文
」
〉
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
だ

の
一
文
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
 
「
蓋
シ
文
章
ハ
経
国
ノ
大
業
ニ
シ
テ
、
不
朽

 
 
 
 
 
紅
ん
じ
ゅ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
い
ら
く
 
 
 
 
 
」
と
ど
ま

ノ
盛
事
ナ
リ
。
年
寿
ハ
時
有
リ
テ
尽
キ
、
栄
楽
ハ
其
ソ
身
二
止
ル
。
二
者
ハ

ひ
っ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
こ
こ
 
 
 
い
に
し
へ

必
至
ノ
常
期
ア
リ
テ
、
未
ダ
文
章
ノ
無
窮
ナ
ル
ニ
若
カ
ズ
。
是
ヲ
以
テ
古
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
は
 
 
 
 
 
 
こ
と
ば
 
か

作
者
ハ
、
身
ヲ
翰
墨
二
寄
セ
、
意
ヲ
篇
籍
二
見
シ
、
良
史
ノ
辞
ヲ
仮
ラ
ズ
、

 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
い
き
ほ
ひ
た
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
つ
か
の
ち

飛
ビ
馳
ス
ル
モ
ノ
ノ
勢
二
託
セ
ズ
シ
テ
、
声
名
ハ
自
ラ
後
二
輪
ハ
ル
。
」

（
蓋
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。
年
寿
有
・
時
而
尽
、
栄
楽
止
二
言
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 

身
一
。
二
者
必
至
之
常
徳
、
未
・
若
二
文
章
之
無
窮
一
。
是
以
古
之
作
者
、
寄
二
身

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

於
翰
墨
一
、
見
二
意
於
篇
籍
一
、
不
・
仮
二
良
史
心
身
一
、
不
・
託
二
飛
馳
之
勢
一
、
積

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む

声
名
自
伝
二
於
後
［
。
）
と
あ
り
、
確
か
に
、
 
「
寄
二
身
於
翰
墨
こ
と
い
う
一
句

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
文
学
こ
そ
重
大
な
仕
事
な
の
で
あ
り
、
偉
大
な
営
み
な
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の
で
あ
る
。
そ
の
人
の
寿
命
や
栄
華
に
は
限
り
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
文
学

は
永
遠
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
、
文
学
に
た
ず
さ
わ
る
者
は
立

派
に
後
世
に
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
出
典
の
一
文
の
意

味
に
な
っ
て
い
．
る
。
そ
の
よ
う
な
重
大
で
、
偉
大
な
文
学
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
九
・
六
・
一
、
未
完
〉

（50）


